
生徒指導全般について 

 

１ 校則の意義 

校則等（ここでいう校則等とは「生徒心得、服装規定等、生徒の学校生活に係る規則」

を指す。以下同じ。）とは、学校という集団社会の秩序を維持すると同時に、そこで生活

する生徒の利益を確保し、学校の教育目標を達成するために定められた約束ごとです。 

校則等は、自分を律する能力の育成を基本としつつ、次のようなことをねらいとして作

成しています。 

 

２ 充実した高校生活のために ～保護者の皆様へのお願い～ 

 生徒指導は、学校の教育目標を達成するうえで重要な機能を果たすもので、学習指導と

並んで学校教育において重要な意義を持つものとなります。より効果的な生徒指導を実現

するためには、学校職員の働きかけだけではなく、保護者や地域社会の協力と連携が必要

不可欠となります。 

 生徒の成⾧や発達を支えるための指導である趣旨をご理解いただき、以下の点について

ご協力をお願いいたします。 

① 自分で起きる習慣を付け、遅刻をさせないでください。 

② できる限り朝食をとり、昼食を持たせてください。 

③ 服装や言動、友人関係などの小さな変化に気を付けてください。また、飲酒、喫煙に

ついて家庭で許すことがないよう、厳格な対応をお願いします。 

④ 義務教育との違いを理解させてください。所定の水準を満たせず、進級や卒業ができ

なくなることがあります。 

⑤ 夜間の外出（２３時以降は千葉県の条例により補導されます。）や外泊（無断外泊は

指導対象）に注意してください。 

⑥ 異性に関心が高まる年齢ですが、健全な交際について家庭でも説諭を願います。特に

公共の場での節度ある行動を望みます。 

⑦ 良好な人間関係を築くことについて、ご家庭でもお話しください。 

① 基本的生活習慣のための方向付け 

② 自己実現を図るための基本的約束ごとの明示 

③ 遵法精神の育成 

④ 良い校風と伝統の継承 



３ よりよい高校生活のために ～生徒と教員の共通理解指導事項～ 

 本校では全職員の輪番による登校指導を実施しています。挨拶、遅刻指導の中で、服装

や頭髪に関する違反がある生徒に対しては再登校や期限付き指導、装飾品等は預かり指導

を行っています。 

 本校の特色の一つにきめ細かい進路指導がありますが、近年では企業の方から生徒の誠

実さや規範意識に高い評価を頂けるようになり、多くの生徒が自己実現を果たしていま

す。成田西陵の生徒である自覚を持ち、いつでも面接試験を受けられる身だしなみを心掛

けてください。 

Ⅰ 校内活動について 

① 原則８時３５分時点で教室に不在の場合は「遅刻」となります。遅刻した生徒は職

員室にて遅刻カードを記入する。 

② 授業を妨害する行為や教員に対しての暴言や反発行為はしないこと。特に、前述の

行為が顕著だった場合は、特別指導の対象とします。 

③ 学校生活に不必要なものは、持参しないこと。場合によって、預かり指導の対象と

します。 

④ 休み時間等で、人や物に危害が加わる恐れのある行為はしないこと。状況により、

暴力行為またはいじめとして厳格に対処をします。 

⑤ 必要以上の金品を持参しないこと。また、生徒間での金品の貸し借りや学用品等の

無断借用をしないこと。 

Ⅱ 身だしなみについて 

① 服装違反（制服の汚損、カーディガンやパーカー類の着用、着崩した着用等）や装

飾品違反（ピアス、ネックレス、指輪、カラーコンタクト）をしないこと。 

② スカートの丈は膝下の⾧さを基準とし、逸脱した⾧さは違反とする。加工したスカ

ートやジャケット等は、預かり指導の対象とします。 

③ 登下校時の靴は、黒・茶系の標準型革靴または華美でない運動靴とします。 

④ ベルトは黒や茶系を基本とし、華美な色は認めません。派手なバックル・装飾があ

るものは禁止とします。 

※上記の服装規定を整えることができない場合は、異装許可願を担任に提出すること。

期限は原則として 1 週間以内とします。 

Ⅲ 頭髪などに関して 

① 染色・脱色、パーマ、アイロン、カール、矯正、ソリ込みなどはすべて加工とみな

します。アイロンや縮毛矯正などによる脱色も指導となります。 

② ヘアバンド・ゴム紐は華美でない色とします。ひげを伸ばすことも認めません。 

③ 化粧（つけまつげ、マニキュア、タトゥー、入れ墨等を含む）は禁止とします。 

 



※期限付き指導は、家庭の事情でやむを得ない場合や修正したが色の入りが完全でない

場合に限って認める指導です。繰り返したり、期限を守らなかったりする場合は、再登

校指導とします。 

 

４ 特別指導について 

① 学校教育法に規定される懲戒処分には退学・停学及び訓告があり、「法的効果を伴う

懲戒」は、生徒の教育を受ける地位や権利、在学関係や身分に変動をもたらすもので

す。本校では、原則として校⾧裁量の教育的配慮により、高校生本来の姿に立ち戻る

ことを目的とし、「特別指導」という方法で指導しています。 

② 特別指導となる問題行動は、主に以下のとおりで、特別指導を繰り返すと謹慎期間が

延⾧され、指導処置も重くなります。 

行為 指導内容 

飲酒（同席含む）、喫煙（同席含む）、喫煙具所持 謹慎 5 日以上 

暴力行為（傷害・暴行教唆・ほう助・威圧、粗暴行為・いじめ・い

やがらせ・誹謗中傷・教師に対する暴言、威圧行為） 

謹慎 7 日以上 

窃盗・万引き（同席・ほう助）・占有離脱物横領・金銭強要（同

席・ほう助）・かけ行為 

謹慎 7 日以上 

考査での不正行為（妨害行為）・授業、行事の妨害 謹慎５日以上 

無免許運転・バイク相乗り・不正乗車 謹慎５日以上 

集団暴力・集団暴走・薬物所持・薬物使用（同席・ほう助） 謹慎１４日以上 

SNS の不適切な使用・迷惑行為・誹謗中傷・いじめ 謹慎５日以上 

※謹慎期間は、特別指導の目的を達成するために指導内容によって期間を決定します。 

※ここに例示するものは目安であり、対象となる問題行動の状況等により指導内容が変わ

る場合があります。また、ここに例示するものの他、生徒としての本分に反する行為が

あった場合は、その状況に応じて指導します。 

 

５ スマートフォンの使用について 

 近年スマートフォンなどの通信機器の利便性が向上し、学校生活の中でも有効な活用方

法が模索されています。 

 本校では、スマートフォンなどを校内に持ち込むことは禁止していません。しかし、ル

ールやマナーを守れずトラブル（特に人間関係）に発展する場合も増加傾向にあります。 

便利なツールも使用方法を間違えれば、自分や他人を危険にさらしてしまうということ

を理解し、扱いには注意を払うようにしてください。 



Ⅰ HR、授業、特別活動中の扱い 

① HR、授業、特別活動中は、特別に担当から指示があった場合を除き使用を禁止しま

す。 

② 実習や体育などの移動教室の際に必要があれば貴重品袋を活用し、担任が管理しま

す。 

③ 違反があった場合は、原則として担当がその場で預かり、放課後に担任から生徒へ返

却します。 

※定期考査等の試験も同様に事前指導し、試験中に使用があった場合は不正行為とみなし

ます。 

Ⅱ 事件やトラブルへの予防対策 

① 文章は、受け手によって異なる解釈がされてしまうことを理解し、デマや未確認情報

に騙されない。 

② 学校裏サイトやプロフ、ブログなどは見ない、気にしない、作らない。 

③ 有害サイトにアクセスできないように、フィルタリングサービスを受ける。 

④ 個人情報や写真などを公開しない。 

⑤ パスワードを過信せず、安易な書き込みをしない。 

Ⅲ トラブルへの対処・不正に対する学校としての対応（原則として、本校の生徒間のト

ラブル） 

 ネット上の誹謗中傷などの書き込みは特別指導の対象となるとともに、悪質な場合には

警察署のサイバー犯罪窓口と連携して、厳格に対処します。 

※千葉県では、平成２３年からいじめや非行から守るため、ネットパトロールを実施して

います。 

 

６ アルバイト規定 

 本校では、生徒のアルバイトは届出制で、届出の条件を満たしたものに限り、保護者の

責任において実施することができます。しかし、この規定はアルバイトを推奨するもので

はありません。 

学業重視の観点から、届出の条件を設定しており、普段の学校生活に支障がある（成績

が著しく下がる、遅刻や欠席数が一定数を超える等の）場合は、アルバイトを停止するよ

う指導をします。特に、新入生については、通学および高校生活への順応に配慮し、また

部活動加入を優先させるために、1 学期終業式までのアルバイトを原則禁止しています。 

 

千葉県警相談窓口 

043-227-9110（＃9110） 



Ⅰ 届出の条件（原級留置の可能性がない成績かつ欠席・遅刻が少なく、特別指導がない

ことが前提となります。） 

① 生徒のアルバイトの収入が家計を助ける目的であり、保護者から強い要請があるこ

と。 

② 事業所の所在地、種類、業務内容、勤務時間、給与等が適当であること。（旅館、主

に酒類を提供する業種等、高所作業等の危険がある業種は認めない。） 

③ 勤務時間は、原則として２１時以降にならないこと。また、通勤に要する時間は 1 時

間以内であること。 

Ⅱ 手続き 

所定の用紙に記入し、担任に届け出ること。 

※届出の状況により、保護者を含めた三者面談をすることがあります。 

※学年を超え継続する場合は、進級した際に再度届出をすること。 

Ⅲ アルバイトの停止 

成績不振による保護者召喚や特別指導による謹慎期間中、その他学業に支障をきたして

いると判断した場合は、学校生活を第一に考え、アルバイトを一定期間停止するよう指導

します。 

 

７ 校則の見直し 

 校則等は、学校や地域の状況、社会の変化等を踏まえて、絶えず検証・見直しを図るこ

とが求められます。 

生徒が主体的に校則の見直しに参画することは、校則の意義を理解し、自ら校則を守ろ

うとする意識の醸成につながり、教育的な意義を有するものです。 

校則等の評価、改善に関心がある場合は、学校職員に相談してください。 


